
4
世 帯 数 ２万 4,835 （－ 23）
人　 口 ５万 5,738 （－ 54）
男 ２万 6,085 （－ ８）
女 ２万 9,653 （－ 46）

出　 生 33
死　 亡 71
転　 入 106
転　 出 121

（３月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比
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主な内容

｢野田の武家屋敷通りに・・・」

（野田町上名熊陳馬場通りにて　２月23日撮影）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996 年に発足してから出水市民大学も今年１９年目を迎えることができました。 

本年度も「生きる」をテーマとした心豊かな時間を市民の皆様に提供いたします。 

全４回の講義、学生に戻って参加してみませんか？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落語家。鹿児島県肝属郡大根占町（現・錦江町）出身 

 

1978 年 三代目・三遊亭圓歌に入門。 

1985 年 若手演芸大賞最優秀二つ目賞を受賞。NHK 新人落語コンクール入賞。

1987 年 先輩 18 人抜きで真打昇進。 

1990 年 鹿児島県より、「さつま大使」の任命を受ける。 

1991 年 国立演芸場 花形演芸大賞金賞受賞。 

 

古典落語、新作落語の両方をこなし、故郷では鹿児島弁の落語を披露する。 新

作落語の方は自分の少年時代や母親の事を題材にする。また、時事問題を取

り入れたり、健康に関する事も題材としている。 ローカル感覚を生かした新

作落語は独特。 

落語 CD、DVD、書籍等出版している。 

【略歴】  1980 年 鹿児島大学農学部修士課程修了（家畜管理学専攻） 

       1981 年 河井病院事務長就任 (株)カワイ入社 
       1989 年 ㈱カワイ代表取締役社長に就任現在に至る 

【団体歴】 （※経歴の一部を抜粋） 

       1985 年 宇宿通り会事務局長 

       2001 年 宇宿商店街振興組合理事長就任 現在７期目 

       2003 年 鹿児島県振興組合連合会専務理事就任（現在に至る） 

       2011 年 鹿児島県商店街振興組合連合会理事長就任（現在に至る） 

全国商店街振興組合連合会理事就任（現在に至る） 

【商工会議所青年部歴】 （※経歴の一部を抜粋） 

       1994 年 鹿児島商工会議所青年部会長就任（２年間） 

       1995 年 鹿児島県商工会議所青年部連合会長就任（３年間） 

       1997 年 全国商工会議所青年部連合会副会長就任 

 

【趣味･特技】現在、マリンスポーツ・スキューバダイビング 

【そ の 他】商店街グルメグランプリ「Show-1 グルメグランプリ」実行委員長、 

商店街リーダーネットワーク会議企画委員長 他 

皆さまからの

沢山のリクエ

ストにお応え

して市民大学

に登場！！ 

「頑張らないけど  

あきらめない  

楽しむこと」を 

まちづくりの精神に、

宇宿商店街の活性化

に取り組んでいます。

当日は受付が大変混み合います。できるだけ事前のお申し込みをお願いします。
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出水市民大学は、現在９名の運営委員でボランティア運営を行っています。私たちと一緒に講師の選定や広

報活動など楽しく運営活動を行いませんか。興味のある方は、事務局までご連絡ください。 

 
 

2014（平成 26）年度出水市民大学入学申込書 

氏   名 住   所 電話番号 学生区分(どちらかに○)

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円)  
※この用紙で最大４人まで同時に申し込むことが出来ます。会費を添えてお申し込みください。 

切り取り線 

ＭＢＣアナウンサー 

滋賀県大津市出身 
 

1959 年 5 月 14 日 京都市に生まれる。10 歳のときに大津市へ転居。 

1982 年 4 月 関西大学卒業、南日本放送にアナウンサーとして入社。 

以来 32 年、アナウンサー職一筋。テレビ、ラジオ番組を多数担当。 

現在はＭＢＣラジオ「城山スズメ」（月～金 13:30～16:50）パーソナリティー  

を務める。 

2011 年 アナウンス部長就任（現在に至る） 

 

趣味はマンガ集め、シーカヤック遊び、波乗り。休みの日は散歩（夏は海にお出かけ）し

て過ごします。いま関心・興味のあることは“人が聞いていて「ナルホド」と納得できる

ような、おしゃべり技術の研究”。モットーは「笑う門には福来る」笑ってすごせば必ず

幸せがやってくるはず！ 

会  場  出水市音楽ホール 

対  象  中学生以上の出水市民 

年 会 費  一般成人１，０００円、中･高校生５００円 

（市外の方も聴講生として１回５００円で受講可。中・高校生は１回２００円。） 

申込方法  窓    口：申込書を切り取り、必要事項を記入の上、市中央公民館内 出水市民大学

事務局にて会費を添えてお申し込みください。 

電話・ＦＡＸ：電話やＦＡＸでもお申し込みができます。その場合は第１回目に会費をお

持ちください。（電話 63-2２００ FAX6３-２２０２） 

ＭＢＣラジオ「城山スズメ」で『うねちゃん』の

ニックネームでお馴染みの采野アナウンサーが、

市民大学にやってくる！ 

昨年度好評をいただきました出水総合医療センターの医師による医療講演会を、今年度も第４回講義で 

予定しています。講師等の詳しい内容については、決まり次第広報いずみにてお知らせします。 
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上る

支所長
地域振興室
公金収納所

正 面 駐 車 場

下水道課

小会議室

正面玄関

上る

相談室
上 る

出
入
口

倉
庫

ＷＣ

湯沸場

生涯学習室 農業委員会市民福祉課

上
る

出
入
口

ＷＣ 出入口

宿直室 ＷＣ
上
る

女子更衣室 売　店
非常用
発電機

室

高尾野支所　１階

湯沸室
倉庫

生涯学習室

視聴覚
ライブラリー

支所建設課

出入口

宿直室

正面玄関

女
Ｗ
Ｃ

書庫 放送室

湯
沸
室

野田支所　１階

支
所
長

地
域
振
興
室

男
Ｗ
Ｃ

書庫 市民相談室

市民福祉課

倉庫

出入口

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
企
画
課
行
政
改
革
係
（
☎
�
４
０
３
７
）

　
４
月
か
ら
高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田
支
所
の
執
務
室
が
一
部
変
わ
り
ま
す

【
高
尾
野
支
所
】

・
地
域
振
興
室
は
、
二
階
か
ら
一
階
の
公
金
収
納
所
に
移
転
し
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従
来
の
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に
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え
、
税
金
等
の
収
納
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を
行
い
ま
す
。

【
野
田
支
所
】

・
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
っ
た
野
田
教
育
支
所
生

涯
学
習
室
お
よ
び
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
野
田
支
所
に
移

転
し
ま
す
。

・
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
ま
す
。
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定
管
理
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出
水
ス
ポ
ー
ツ
）

出
水
市
指
定
ご
み
袋
の

価
格
に
つ
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て

　市
指
定
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つ
き
ま
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、

こ
れ
ま
で
、
販
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格
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最
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に

す
る
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て
き
ま
し
た
が
、

消
費
税
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が
８
㌫
へ
引
き
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げ
ら

れ
る
こ
と
や
原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
り
、
運
営
が
困
難
に
な
る
こ
と

か
ら
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
ご
み

袋
の
価
格
を
次
の
と
お
り
値
上
げ

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　出
水
市
自
治
会

　連
合
会
事
務
局
（
市
民
生
活
課

　内
）（
☎
�
２
１
１
１
（
内
線

　１
７
９
））

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

燃やせるごみ袋(大) 

（２０枚入り） 
 

燃やせるごみ袋(小)  

（２０枚入り） 
 

燃やせないごみ袋(大)  
（１０枚入り） 

 

燃やせないごみ袋(小)  
（１０枚入り） 

３００円 ３１０円 

２００円 ２１０円 

２００円 ２１０円 

１３０円 １４０円 
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　以前、DMAT について一度紹介させていただい
たことがありますが、聞きなれない方もいらっしゃ
ると思います。前半部分は、前回の繰り返しですの
で、ご存知の方はとばして読んでいただいて結構で
す。最近、Dr. DMAT なるテレビ番組もありまし
たので、身近に感じていただければ幸いです。
　DMAT とは「災害急性期に活動できる機動性を
持ったトレーニングを受けた医療チーム」と定義さ
れており、災害派遣医療チーム　
Disaster　Medical　Assistance　Team
の頭文字をとって略して DMAT（ディーマット）
と呼ばれています。
　医師、看護師、業務調整員で構成され、大規模災
害や多傷病者が発生した事故などの現場に、急性期
に活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受け
た医療チームです。
　DMAT の役割は大きく３つあります。
１　病院支援
　被災地内で多くの傷病者が来院している病院に対
し、混乱の制止、機能維持を図り、後方搬送の体制
確保を行うとともに、トリアージ、診療などの医療
の支援を行います。多くの傷病者が来院している病
院からの情報発信、当該病院でのトリアージや診療
の支援、広域医療搬送のためのトリアージ等を含み
ます。トリアージとは、限られた人的・物的医療資源
を用いて、最大限の救命を得るために、傷病者に対
する治療・搬送順位を決定する選別過程のことです。
２　患者搬送
　搬送にはその範囲によって地域医療搬送、近隣搬
送、広域医療搬送などがあります。つまり、災害現
場から被災地域内の医療機関への搬送、被災地域内
の医療機関から近隣地域への搬送、被災地域内の医
療機関から被災地外へ搬送する広域搬送があります。
　地域医療搬送とは、ヘリコプター、救急車等によ
る搬送で、都道府県や市町村が行うものです。広域
搬送する場合、空港などに患者搬送拠点としての臨
時医療施設 SCU（Staging Care Unit）を立ち上げま
す。
　広域医療搬送とは、被災地域で対応困難な重症患
者を被災地域外に搬送し、緊急の治療を行うために
国が政府の各機関の協力の下で行う活動であり、自
衛隊機等による航空搬送時の診療、SCU における
診療、SCU の運営等を含むものです。
３　現場活動
　災害現場で DMAT が行う医療活動をいいます。
トリアージ、緊急治療、がれきの下の医療等を含み

ます。
　この半年以内に DMAT を含んだ災害訓練が数回
あり、「出水 DMAT」も以下の訓練に参加させて
もらいました。
①　2013 年 9 月 9 日　鹿児島消防訓練研修センター
　　「集団災害事故救急訓練」
・ガス爆発事故による集団災害事故を想定、倒壊ビ
　ルの要救助者をレスキュー隊と協力して、救出す
　るシナリオで、鹿児島県内の７チームが参加。
②　2013 年 10 月 12 日　県立蒲生高校
　　「原子力防災訓練」
・川内原発事故で、被爆した住民を含んだ災害訓練。

DMAT の制服の上に被爆防止装備が必要で、か
なりの暑さとの勝負も要求された。実際、参加者
に気分不良者が出現、野末隊員と小迫隊員は現場
で看病することになり、事なきを得た。

③　2013 年 11 月 13 日　鹿児島空港
　　「鹿児島空港航空機事故消火救難総合訓練」
・鹿児島空港内で着陸した機体から出火・炎上し、
　多数の搭乗者が負傷したというシナリオで行われ、
　県下から７チームの参加があり、現場活動から、
　ヘリを用いた広域搬送まで行われた。
④　2013 年 11 月 26 ～ 28 日　沖縄
　　「九州・沖縄ブロック DMAT 実働訓練」
・九州各県の DMAT 隊員が参加（鹿児島県からは
　４チーム）。沖縄で震度６強を観測した地震に引
　き続き、沖合で M8.0 の地震が起き、大津波が来
　襲したというシナリオ。参集、EMIS（広域災害、
　救急医療システム）入力、現場活動訓練、域内搬
　送訓練、SCU 訓練が行われた。
　　九州各県から多数の仲間が集まり、総勢 50 チ
　ームほどの参加。我々は現場活動訓練を行った。
　ビル内の暗い、息苦しさを感じる中での作業で、
　要救助者を安全な場所に運び出すのに時間を要し、
　できることが限られる状況で、緊急手術さえでき
　たら助かるが、そこまでいきつくだろうかと思え
　るようなミッションを与えられる。助かる命を確
　実に助けたいのだが、ぎりぎりの選択を迫られる
　場面が想定され、訓練でも後ろめたさを感じるが、
　本当の現場で冷静な判断ができるか、考えさせら
　れた。
　備えあれば憂いなし、訓練も真剣です。出動機会
はないに越したことはありませんが、必要とされれ
ば、いち早く駆けつけ、役立てることをイメージし
ながら、今後も「出水 DMAT」の発展のために、
準備を怠らないようにしたいと思います。

Ｄ
ディー マ ッ ト

ＭＡＴ（災害派遣医療チーム）訓練に参加して
出水総合医療センター　副院長（外科系担当）　花田　法久

出水総合医療センター

出水DMAT隊員　花田法久（医師）、野末佳秀（看護師）、中村元和（同）、小迫珠恵（同）、松下義久（業務調整員）

広報いずみ 2014（平成 26 年）４月5 広報いずみ 2014（平成 26 年）４月 4



2012 年度　新地方公会計制度に基づく財務書類４表
　2007 年 10 月に総務省が示した作成基準に基づき、企業会計的な手法を取り入れ、資産・債務の適切な管理運
用を行うことを目的に財務書類４表を作成しましたので、お知らせします。
※普通会計とは、各地方公共団体の財政状況等を比較するため、統一ルールにより作成された地方財政統計上
　の会計です。

　「貸借対照表」とは、市民の皆さま方が利用する市の施設、市が
所有する現金や債権、資産形成のために投資された資金などがど
れくらいあるのかを示したもので、資産・負債・純資産の３つの
要素から構成されています。
　左（資産）右（負債と純資産）の合計額が等しいこと（＝バラン
スが取れていること）から、バランスシートとも呼ばれます。
　本市の場合、2012 年度までに 1,068 億円の資産を形成してきて
おり、そのうち、道路、学校などの公共資産が 803 億円となって
います。また、現世代までが負担した純資産は 762 億円であり、
資産全体の約 71 パーセントとなっています。

1,068 億円

　市が所有している財産の
内容と金額です。

【内訳】
公共資産� 803 億円
　道路、橋りょう、公園、
学校庁舎、公営住宅など

投資等� 167 億円
　特定目的基金、出資金、
長期延滞債権など

流動資産� 98 億円
　現金・預金、財政調整基
金、減債基金、未収金など

（うち歳計現金� ８億円）

306 億円

　借入金（市債）など、現
世代および将来世代の負担
で返済していく債務です。

【内訳】
固定負債� 280 億円
　市債、退職手当引当金な
ど

流動負債� 26 億円
　翌年度償還市債など

762 億円

　現世代までの負担で、支
払いが済んでいる正味の資
産です。

1,068 億円 1,068 億円

　普通会計の資金残高が、2012 年度中にどのように
増減したかを示しています。

期首（2011 年度末）資金残高� 10 億円

当期収支� △２億円
　【内訳】
経常的収支� 44 億円
公共資産整備収支� △９億円
投資・財務的収支� △ 37 億円

期末（2012 年度末）資金残高� ８億円

　普通会計の純資産（正味の資産）が、2012 年度中
にどのように増減したかを示しています。

期首（2011 年度末）純資産残高� 749 億円

当期変動高� 13 億円
　【内訳】
純経常行政コスト� △ 202 億円
財源の調達� 215 億円

期末（2012 年度末）純資産残高� 762 億円

　208 億円

【内訳】
人にかかるコスト� 48 億円
　職員の給与・退職手当など

物にかかるコスト� 52 億円
　物品購入、光熱水費、施設の修繕費、
減価償却費など

移転支出的なコスト� 104 億円
　生活保護などの社会保障給付、各種
団体等への補助金、繰出金など

その他のコスト� ４億円
　市債の利息など　

６億円

　行政サービスの利用で市民の皆さま
方が直接負担する施設使用料や手数料
などです。

　202 億円

普通会計貸借対照表

普通会計資金収支計算書

　市の行政活動は、福祉や教育などでの人
的サービスや給付サービスの提供など資産
形成につながらない行政サービスが大きな
比重を占めています。そのためのコスト（原
価・費用）がいくら掛かっているかを整理
したものが「行政コスト計算書」です。
　2012 年度の出水市１年間のコスト総額
は 208 億円で、使用料や手数料などの経常
収益を差し引いた純経常行政コストは 202
億円となっています。

普通会計行政コスト計算書

普通会計純資産変動計算書

負債・純資産
合　　計

純経常行政コスト
�（Ａ）−（Ｂ）資産合計

資　産 負　債 経常行政コスト（Ａ）

経常収益（Ｂ）

純資産
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連結財務書類
　市では、普通会計で行っている事業のほかにも、病院事業、水道事業、下水道事業や国民健康保険事業など
の事業を公営事業会計として行っています。また、こうした市が単独で行っている事業のほか、出水地区２市１
町で構成している北薩広域行政事務組合が実施しているごみ処理やし尿処理などの事業があります。
　このように市全体の姿を把握し、分析するためには、普通会計に公営事業会計や一部事務組合などを連結した
財務書類が必要になります。
　なお、一部事務組合や広域連合を連結する場合は、負担割合や出資割合に応じて連結することになります。
　本市の連結対象範囲と連結財務書類４表については、次のとおりです。

水道事業、病院事業、下水道事業、
特定環境保全公共下水道事業、
農業集落排水事業、地方卸売市場事業、
介護サービス事業、国民健康保険事業、
後期高齢者医療事業、介護保険事業、
交通災害共済事業

北薩広域行政事務組合、県市町村総合事務組合、県後期高齢者医療広域連合など

※紙面の都合上、要約版として掲載しておりますが、詳細については、市のホームページに掲載してあります。
　また、不明な点などがございましたら、本庁財政課財政係（☎ 63 − 4025）へお問い合わせください。

本市の連結範囲

普 通 会 計

1,564 億円

【内訳】
公共資産� 1,302 億円
投資等� 116 億円
流動資産� 146 億円
（うち資金　137 億円）

597 億円

【内訳】
固定負債� 540 億円
流動負債� 57 億円

967 億円

1,564 億円 1,564 億円

期首（2011 年度末）資金残高� 119 億円

当期収支� 18 億円
　【内訳】
経常的収支� 59 億円
公共資産整備収支� △ 13 億円
投資・財務的収支� △ 28 億円

期末（2012 年度末）資金残高� 137 億円

477 億円

【内訳】
人にかかるコスト� 90 億円
物にかかるコスト� 97 億円
移転支出的なコスト� 277 億円
その他のコスト� 13 億円

154 億円

323 億円

期首（2011 年度末）純資産残高� 949 億円

当期変動高� 18 億円
　【内訳】
純経常行政コスト� △ 324 億円
財源の調達� 342 億円

期末（2012 年度末）純資産残高� 967 億円

連結貸借対照表

連結資金収支計算書

連結行政コスト計算書

連結純資産変動計算書

純資産

負　債 経常行政コスト（Ａ）資　産

資産合計 負債・純資産合計 経常収益（Ｂ）

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ）

連　結

市全体
公営事業会計
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　小
原
地
区
で
は
、
人
力
で
農
地

を
開
い
た
先
人
の
苦
難
を
し
の

び
、毎
年
「
味
噌
な
め
て
ま
つ
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　当
日
は
、
伝
統
芸
能
「
小
原
山

新
地
節
」
の
披
露
や
餅
投
げ
、
お

に
ぎ
り
と
手
作
り
味
噌
な
ど
も
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

日
　時
　４
月
20
日
（
日
）

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
　所
　小
原
地
区
み
そ
な
め
て

　の
碑
公
園
（
雨
天
時
は
青
年
の

　家
体
育
館
）

主
　催
　小
原
地
区
む
ら
づ
く
り

　委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
　高
尾
野
支
所
農

　政
課
農
業
振
興
係
（
☎
�
５
４

　２
４
）

催

　
　
　し

催

　
　
　し

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

　～
野
間
之
関
所
ま
つ
り

　
　
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
～
　

　薩
摩
の
３
大
関
所
の
中
で
、
最

も
監
視
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い

た
野
間
之
関
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、

み
か
ん
の
花
の
香
り
の
中
、
薩
摩

街
道
、
み
か
ん
畑
を
散
策
し
ま
せ

ん
か
！

　会
場
で
は
「
わ
た
あ
め
」「
ポ

ン
菓
子
」「
金
魚
す
く
い
」「
ボ
ン

ボ
ン
釣
り
」
な
ど
楽
し
い
催
し
も

あ
り
ま
す
。

日
　時
　４
月
29
日
（
火
・
祝
日
）

※
雨
天
決
行

　午
前
９
時
受
付
開

　始
（
同
10
時
出
発
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
加
紫
久

　利
公
園
駐
車
場
（
徒
歩
約
８
分

　）、
米
ノ
津
運
動
公
園
駐
車
場

　（徒
歩
約
10
分
）
を
ご
利
用
く

　だ
さ
い
。
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
ご

　利
用
の
場
合
は
、
米
ノ
津
駅
下

　車
徒
歩
約
10
分

コ
ー
ス
　野
間
之
関
所
→
孫
山
農

　園
→
野
間
之
関
所
（
約
６
㌔
）

※
コ
ー
ス
途
中
に
飲
み
物
等
を
準

　備
、
ゴ
ー
ル
地
点
に
は
、
う
ど

　ん
、み
か
ん
等
を
準
備
し
ま
す
。

定
　員
　先
着
５
０
０
人

参
加
費
　一
般

　千
円

　（中
学
生
以
下
は
５
０
０
円
）

※
保
険
料
、
手
土
産
、
軽
食
代
を

　含
む
。

申
込
期
限
　４
月
25
日
（
金
）

申
し
込
み
　参
加
申
込
書
に
必
要

　事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ

　Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参

　加
費
は
、
当
日
受
付
時
に
お
支

　払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
観
光
交
流
課
（
☎
�
４
０

　６
１
）（
Ｆ
ａ
ｘ
�
１
３
３
１
）

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

　

w
7.ocn.ne.jp/

～sekisyo1

ふりがな
氏名

中学生以下
は↓に○を 郵便番号

野間之関所まつりウォーキング大会　参加申込書

住所 ＴＥＬ

切り取り線

み
か
ん
の
花
の
香
り
の
中
を

歩
き
ま
せ
ん
か
？

　～
第
18
回
い
ず
み
園

　
　
　
　
　虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

　花・野
菜
の
苗
、木
工
関
連
商
品
、

木
炭
関
連
商
品
、
そ
の
ほ
か
多
数

の
商
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

日
　時
　４
月
20
日
（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　所
　い
ず
み
園
（
平
和
町
）

問
い
合
わ
せ
先

　い
ず
み
園
（
☎
�
０
１
２
０
）

地
域
の
皆
さ
ま
に

　
　
　感
謝
を
こ
め
て

日   時

会   場

入場料

問合せ先

　  各販売所にて販売しております。

出水市中央公民館（☎６３-２１０６）

2014年６月21日（土）

2014（平成26）年度 出水市自主文化事業

フルート・アンサンブル 「リンクス」 コンサート

　　小泉純一郎氏も大絶賛!!　フルート４本だけのサウンドとは思えない幅広いレパートリー、迫力と繊細さ
　を兼ね備えたフルート・カルテット「リンクス」。クラシックの名曲から映画音楽、日本の歌まで。お子さんか
　らクラシック通まで誰もがお楽しみ頂けるトーク＆コンサート!!

高校生以下　  １,５００円

チケット発売開始日

４月20日（ 日 ）

　★前売券は市中央公民館、および

開場　午後５時30分    開演　午後６時　

市音楽ホール

　　★全席指定席★
大　　　人　　　 ２,０００円

■前売券販売所

出 水 地 区 ：市中央公民館・金海堂

諏訪書店・リリーズ

米 ノ 津 地 区 ：安易屋衣料品店

高尾野地区 ：セブンプラザエジソン館
（マエダ電器）

野 田 地 区 ：（有）南日本新聞野田販売所

■予定演奏曲目

久石譲：海の見える街 映画「魔女の宅急便」より

久石譲：崖の上のポニョ 映画「崖の上のポニョ」より

岡野貞一：ふるさと

モーツァルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク

バッハ：Ｇ線上のアリア

ラヴェル：ボレロ ほか

※未就学児の入場・

同伴はお断りします。



　～
森
田
良
平
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　第
４
弾
！
～

　今
回
は
、
中
西
圭
三
氏
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
鹿
児
島
の

音
楽
家
と
と
も
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ジ
ャ

ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
を
融
合
さ
せ
た
夢
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
自
由
）

　一
般

　３
５
０
０
円

　高
校
生
以
下

　２
５
０
０
円

ド
リ
ー
ム
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
♪

今
月
の
環
境
標
語

　
～
２
０
１
３
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

「
エ
コ
活
動

　み
ん
な
で
協
力

　ポ
イ
捨
て
禁
止
」
　
　
　
　切
通
小
学
校
６
年

　吉
鶴

　あ
す
か

「
リ
サ
イ
ク
ル

　地
球
を
つ
つ
む

　大
き
な
手
」
　
　
　
　
　米
ノ
津
中
学
校
２
年

　淵
上

　聖
哉

　

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

※
当
日
券
は
、
ど
ち
ら
も
５
０
０
円
増

　し
。

※
未
就
学
児
は
無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売
先

　中
央
公
民
館
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
出

　水
店
、
金
海
堂
出
水
店
、
リ
リ
ー
ズ

　出
水
店
、
亜
土
利
絵
、
安
易
屋
衣
料

　品
店
、
セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
エ
ジ
ソ
ン
館

　（マ
エ
ダ
電
器
）、（
有
）
南
日
本
新

　聞
野
田
販
売
所

問
い
合
わ
せ
先

　Ｒ

－m
usic offi

ce

（
☎
０
９
０

－
　

７
１
５
７

－

３
９
９
４
）

　２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
分
確
定
申
告
を
済

ま
さ
れ
納
付
書
で
納
税
予
定
の
方
で
、
ま
だ
納

税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　国
税
を
期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
け
で
な
く
、
財
産
差
押
え
等
の
滞
納
処

分
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
納
税
が

お
済
み
で
な
い
方
で
、
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
管
轄
の
税
務
署
の

徴
収
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振

替
納
税
に
よ
り
納
税
予
定
の
方
は
、
振
替
納
税

日
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
振
替
納
税
の
振
替
日
】

○
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振

　替
日

　４
月
22
日
（
火
）

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　の
振
替
日

　４
月
24
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

国
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿

縦
覧
期
間

　４
月
１
日
（
火
）
～
６
月
30
日
（
月
）

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

縦
覧
時
間
　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
　本
庁
税
務
課
、
高
尾
野
支
所
市
民

　福
祉
課
お
よ
び
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
委
任
を
受

　け
た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
の
様
式
は
市
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

手
数
料
　無

　料

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　閲
覧
時
間
と
閲
覧
場
所
は
、
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
等
の
縦
覧
と
同
じ
で
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
は
閲
覧
手
数

　料
は
無
料
で
す
が
、
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
１

　枚
に
つ
き
10
円
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（☎
�
４
０
３
２
）

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

　縦
覧
お
よ
び
課
税
台
帳
の
閲
覧



　（千
円
程
度
）

開
講
式
　５
月
10
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分

募
集
人
員
　40
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　市
中
央
図
書
館

　（☎
�
２
１
０
５
）

日
　時
　８
月
31
日
（
日
）

　午
後
１
時
か
ら （
予
定
）

場
　所
　市
音
楽
ホ
ー
ル

参
加
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市

　内
に
勤
務
・
通
学
す
る
方
が
参

　加
す
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

　と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
高
校
生

　以
上
の
方
と
し
ま
す
。

※
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
学
校
長

　の
許
可
が
必
要
で
す
。

○
１
人
か
ら
10
人
程
度
の
ロ
ッ
ク

　・
フ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
の

　弾
き
語
り
や
バ
ン
ド
演
奏
（
カ

　ラ
オ
ケ
は
除
く
）
と
し
ま
す
。

参
加
要
領

○
出
演
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は

　入
場
料
な
ど
を
充
て
ま
す
が
、

　不
足
す
る
場
合
は
出
演
者
の
方

　に
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

　と
も
あ
り
ま
す
。

○
参
加
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

　は
、
実
行
委
員
会
で
選
考
し
ま

　す
。

　Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
を
は
じ
め
と
す

る
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
女
性
に

対
し
て
、
面
接
や
電
話
に
よ
る
相

談
や
関
係
機
関
へ
の
同
行
な
ど
必

要
な
助
言
と
支
援
等
を
行
っ
て
い

た
だ
く
、
市
婦
人
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
　１
人

任
用
期
間
　６
月
１
日
～
２
０
１

　５（
平
成
27
）年
３
月
31
日（
１

　年
更
新
）

勤
務
日
数
　原
則
月
14
日

報
酬
額
　月
額
11
万
６
６
０
０
円

応
募
資
格
　諸
問
題
を
抱
え
る
女

　性
の
相
談
や
支
援
等
に
意
欲
が

　あ
り
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有

　し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な

　採
用
予
定
月
に
お
い
て
65
歳
に

　満
た
な
い
方
で
、
か
つ
次
の
い

　ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

　士
、
保
健
師
、
看
護
師
、
准
看

　護
師
ま
た
は
保
育
士
の
資
格
を

　有
す
る
人

⑵
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に

　お
い
て
、児
童
福
祉
、社
会
福
祉
、

　児
童
学
、
心
理
学
、
教
育
学
も
し

　く
は
社
会
学
を
専
修
す
る
学
科
ま

　た
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を

　修
め
て
卒
業
し
た
人

⑶
女
性
お
よ
び
家
庭
に
関
す
る
相

　談
業
務
の
経
験
を
有
す
る
人
、

　ま
た
は
そ
れ
と
同
等
と
認
め
ら

　れ
る
人

選
考
方
法
　面
接
試
験
（
日
時
、

　場
所
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に

　直
接
連
絡
し
ま
す
。）

申
し
込
み
　履
歴
書
に
必
要
事
項

　を
記
入
の
上
、
本
庁
こ
ど
も
課

　に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間
　４
月
１
日（
火
）

　～
同
30
日
（
水
）（
土
曜
・
日
曜
、

　祝
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30

　分
～
午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（☎
�
４
０
４
７
）

　「出
水
兵
児
修
養
の
掟
」
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
「
出
水

論
語
塾
」の
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。

　論
語
を
複
数
の
塾
生
と
一
緒
に

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
　間
　５
月
か
ら
毎
月
、
原
則

　と
し
て
第
２
・
第
４
土
曜
日
の

　午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
間
程

　度
。
途
中
、
実
施
曜
日
の
変
更

　も
あ
り
ま
す
。

会
　場
　市
中
央
図
書
館

　研
修

　室
講
　師
　阿
田

　俊
彦
氏
（
昨
年

　度
塾
講
師
）

受
講
料
　テ
キ
ス
ト
代
実
費

○
楽
器
・
ア
ン
プ
類
等
の
必
要
な

　も
の
は
、
す
べ
て
出
演
者
で
準

　備
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
　４
月
30
日
（
水
）
午

　後
５
時
ま
で
に
市
中
央
公
民
館

　に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

　込
書
は
市
中
央
公
民
館
に
準
備

　し
て
あ
り
ま
す
。

※
土
曜
・
日
曜
日
も
受
付
可

※
第
一
回
実
行
委
員
会
を
５
月
中

　に
中
央
公
民
館
に
て
開
催
し
ま

　す
。

募

　
　
　集

募

　
　
　集

ア
マ
チ
ュ
ア・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）

　
　
　
　
　出
演
者
募
集
！

学
び
ま
せ
ん
か
？

　出
水
兵
児
修
養
の
掟

手話奉仕員養成講座 
（入門・基礎課程） 点訳奉仕員養成講座

実 施 日 毎週木曜日 
（年間 30 回開催）

毎 月 第 ２・ ４ 土 曜 日 
（年間 21 回開催）

時 　 間 午後７時～同９時 午前９時～正午

場 　 所 市社会福祉会館

申込期限 4 月 30 日 ( 水 ) 5 月 23 日 ( 金 )

開 講 式 5 月 8 日（木）
午後 7 時

5 月 24 日（土）
午前 9 時

　市では、手話奉仕員および点訳奉仕員の養成講座を開催します。
　受講希望のある方は下記までお申し込みください。

市
婦
人
相
談
員
を
募
集

　申込・問い合わせ先　本庁福祉課社会福祉係
　　　　　　　　　　　（☎ 63 － 4045）

手話奉仕員・点訳奉仕員養成講座受講生募集！

そ
の
他

　ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
ず
み

　の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
司

　会
・
舞
台
等
）
も
募
集
し
て
い

　ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　市
中
央
公
民
館

　（☎
�
２
１
０
６
）

　Ａ
Ｍ
Ｆ
実
行
委
員
会
（
飯
塚
）

　（☎
０
９
０

－

６
６
３
９

－

６

　１
０
０
）



新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市！

　日　時　４月12日（土）
　　　　　午前11時
　場　所　名護漁港

対象 原則として市内に居住する 65 歳以上の方
名称 出水人生大学 高尾野鶴亀大学 野田高齢者大学

開講日 原則として毎月 20 日 原則として毎月第３木曜日
原則として毎月 20 日前後の金曜日

ただし趣味コースは別日程。
コースにより月１～２回開講

開講期間 ４月～３月 ４月～３月 ５月～２月
開講場所 市老人福祉センターほか 高尾野農村環境改善センターほか 野田農村環境改善センターほか
開講式 ４月 21 日（月） ４月 17 日（木） ５月 16 日（金）

開講時間

内容予定

①午前 9 時 30 分～正午 ･･･ 全体学習
　（歌、映画鑑賞、講話等）

①午前 9 時～同 10 時 20 分 ･･･ 全体
　学習（歌、映画鑑賞、講話等）

○午前 9 時～同 11 時 30 分 ･･･ 全体会
（歌、映画鑑賞、講話等）

②午後 1 時～同３時 ･･･ 趣味学習

園芸、舞踊、陶芸、三味線、書道、
短歌、詩吟、大正琴、手芸、水墨、
カラオケ

②午前 10 時 30 分～同 11 時 50 分
　･･･ クラブ活動

書道、レクダンス、グラウンド・
ゴルフ、生活クラブ、舞踊

※江内学級は生花クラブ活動のみ、
　江内カントリーコアにて毎月第
　３金曜日午前 10 時～同 11 時 30
　分に開催します。

○午前 9 時～正午 ･･･ 趣味コース
園芸、民踊、書道、短歌、大正琴、
料理、カラオケ、手芸

※趣味コースに申し込みをされる方は、
　野田高齢者大学全体会へも必ず加
　入してください。

全体会では話や、体を動かした体
操など、介護予防教室もあります。

募集期限 ４月 11 日（金） ４月 11 日（金） ４月 30 日（水）

申込先 ・
電話番号

市中央公民館内生涯学習課 高尾野教育支所生涯学習室 野田教育支所生涯学習室

☎ 63 － 2200 ☎ 82 － 5463 ☎ 84 － 2026

　市内にお住まいであれば、いずれの高齢者大学にもお申し込みいただけます。ただし、定員の関係でご希望に添え
ない場合があります。また、募集期限を過ぎた場合の申し込みも可能ですのでご連絡ください。

2014（平成 26）年度　高齢者大学の学生を募集します！

講
座
開
始
月
　全
講
座
５
月
か
ら

※
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
夏
コ
ー
ス
は
８
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。

開
講
場
所
　働
く
婦
人
の
家
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者
　市
内
居
住
ま
た
は
市
内
勤
務
の
女
性

受
講
料
　材
料
代
（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
　４
月
22
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　働
く
婦
人
の
家
（
☎
�
２
１
８
５
）

講座名 内　容 定員
（人） 曜日 開催時間 開講

回数 講師

やさしい
ヨガ

ヨガの基本をゆっくり
と教わる初心者向け
コースです。

20 金 午後８時　　
～同 10 時 10 花田 美代子 氏

パパッと
おしゃれ
レシピ

毎日の食卓に手早くで
きておしゃれな料理を
取り入れましょう！

16
第２
・４水
※１

午前 10 時　
　～正午 10 山下 ひとみ 氏

リンパ
ドレナー
ジュ

リンパ液の流れをス
ムーズにするマッサー
ジ法を学んでみません
か。

春コース
16

金 午前１0 時　
　～正午

5
松本　順子 氏

夏コース
16 5

※１…８月は第１・３水曜日。

働
く
婦
人
の
家
定
期
講
座
受
講
生
募
集
！

※申込者多数の場合は、締め切り日の翌日、公開抽選を行います。
※リンパマッサージ夏コースは７月から募集を開始し、申込締め切り日は８月
　５日（火）です。

2014（平成 26）年度前期　働く婦人の家定期講座

　市
で
は
、
市
少
年
少
女
合
唱
団

の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
歌

や
音
楽
が
大
好
き
な
あ
な
た
、
合

唱
団
で
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
歌
声
で
、

皆
さ
ん
に
幸
せ
を
届
け
ま
し
ょ

う
。

対
象
者

　市
内
に
居
住
し
て
い
る
小
学
３

　年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

練
習
日

　原
則
と
し
て
第
３
土
曜
日
を
除

　く
土
曜
日
の
午
前
中

練
習
場

　市
中
央
公
民
館
ま
た
は
市
音
楽

　ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　（☎
�
２
２
０
０
）

出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　団
員
募
集
！



　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

救
済
推
進
協
会
で
は
、
交
通
事
故

に
遭あ

わ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
交

通
事
故
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。　損

害
賠
償
交
渉
の
進
め
方
や
、

保
険
金
額
、
後
遺
症
の
不
安
な
ど

に
つ
い
て
、
交
通
事
故
全
般
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
電
話
で

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

開
催
日
　４
月
20
日
（
日
）

時
　間
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　所
　市
中
央
公
民
館

電
話
相
談
窓
口

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　救
済
推
進
協
会

　（☎
�
２
０
２
９
）

※
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
を
対

　象
と
し
た
交
通
事
故
無
料
相
談

　会
を
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催

　し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　

　（☎
�
０
１
６
３
）

　県
中
央
児
童
相
談
所
お
よ
び
知

的
障
害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
巡

回
相
談
が
市
社
会
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　対
象
者
は
、
療
育
手
帳
の
取

得
・
再
判
定
等
の
相
談
が
あ
る
方

で
す
。

　相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本

庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
�

４
０
４
５
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

相

　
　
　談

相

　
　
　談

療
育
手
帳
の
取
得
、

再
判
定
等
の
巡
回
相
談

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開催日時 申込期限
６月４日（水）午前９時～午後３時 ５月７日（水）
10 月 15 日（水） 午前９時～午後３時 ９月 10 日（水）
２月 25 日（水） 午前９時～午後３時 １月 14 日（水）

18歳未満の方

18歳以上の方
開催日時 申込期限

８月６日（水）午前９時～午後３時 ７月２日（水）

　市
で
は
、
次
代
を
担

う
子
供
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
か
つ
少
子

化
対
策
の
一
つ
と
し
て

お
祝
い
金
を
贈
り
ま
す
。

お
祝
い
金
支
給
対
象
者

　３
子
以
上
を
養
育
さ

　れ
て
い
る
方
で
、
小

　学
校
入
学
の
日
に
お

　い
て
本
市
に
１
年
以

　上
住
所
を
有
す
る
方

支
給
時
期
・
金
額

　３
子
以
上
の
子
を
出

　生
の
と
き
に
10
万
円
、

　３
子
以
上
の
子
が
小

　学
校
入
学
の
と
き
に

　10
万
円

※
本
年
４
月
に
小
学
校

　入
学
で
該
当
さ
れ
る

　方
は
、
次
の
期
間
中

　に
申
請
し
て
く
だ
さ

　い
。
対
象
者
に
は
入

　学
式
以
降
に
書
式
等

　を
郵
送
し
ま
す
。

小
学
校
入
学
対
象
者
の
申
請
期
間

　４
月
15
日（
火
）～
同
30
日（
水
）

　（土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　分 ツ
ル
の
里

　子
宝
お
祝
い
金

申
請
期
限

　小
学
校
入
学
に
係
る
祝
い
金
に

　つ
い
て
は
、
当
該
入
学
の
年
度

　末
が
期
限
で
す
の
で
、
お
早
め

　に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　申
請
書

②
納
税
に
関
す
る
証
明
書
（
本
庁

　税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
福

　祉
課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

　い
）

※
証
明
手
数
料
が
２
０
０
円
必
要

　で
す
。

そ
の
他

　印
鑑
と
振
込
先
金
融
機
関
の
通

　帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（☎
�
４
０
４
７
）

　高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　（☎
�
５
４
２
２
）

　野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　（☎
�
４
８
１
４
）

　現
在
、「
金
銭
ま
た
は
有
価
証

券
の
受
取
書
」
に
つ
い
て
は
、
記

載
さ
れ
た
受
取
金
額
が
３
万
円
未

満
の
も
の
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
年
４
月
１
日
以
降
に

作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

受
取
金
額
が
５
万
円
未
満
の
も
の

●●●

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎63-4047）お

知
ら
せ

お
知
ら
せ

に
つ
い
て
非
課
税
と
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　「金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受

取
書
」
と
は
、
金
銭
や
有
価
証
券

を
受
領
し
た
者
が
、
そ
の
受
領
事

実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
し
、

相
手
方
に
交
付
す
る
証
拠
証
書
を

い
い
ま
す
。

　「領
収
証
」、「
領
収
書
」、「
受

取
書
」
や
「
レ
シ
ー
ト
」
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
金
銭
ま
た
は
有
価

証
券
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た

め
に
請
求
書
や
納
品
書
な
ど
に

「
代
済
」、「
相
済
」、「
了
」
な
ど

と
記
入
し
た
も
の
、
さ
ら
に
は
、

「
お
買
上
票
」
な
ど
と
称
す
る
も

の
で
、
そ
の
作
成
の
目
的
が
金
銭

ま
た
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実
を

証
明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
、
金
銭
ま
た
は
有

価
証
券
の
受
取
書
に
該
当
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を
ご

　覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

　務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

　※
自
動
音
声
案
内

「
領
収
証
」
等
に
係
る
印

紙
税
の
非
課
税
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た



（
文
部
科
学
省
発
行
：
家
庭
教
育

手
帳
よ
り
一
部
抜
粋
）

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　（☎
�
２
２
０
０
）

　任
期
満
了
に
伴
う
出
水
市
長
選

挙
お
よ
び
出
水
市
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
24
人
）
が
、
４
月
６
日
に

告
示
・
立
候
補
受
付
、
同
13
日
に

投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　今
後
４
年
間
の
出
水
市
を
託
す

人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

立
候
補
受
付

　４
月
６
日
（
日
）

○
午
前
８
時
30
分
～
同
10
時

　市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

○
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
本

　庁
内
）

投
票
で
き
る
人

　１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
４
月

　14
日
ま
で
の
出
生
者
で
、
本
年

　の
１
月
５
日
以
前
か
ら
引
き
続

　き
本
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本

　台
帳
お
よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登

　録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券

　投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
５
日

　ご
ろ
世
帯
主
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

福
ふくい
井　義

よしひろ
博さん（66）

出水市の好きなところは？
　人情味が厚いところ。
出水市に望むことは？
　熊陳馬場通りの電線（電
柱）埋設化に取り組んでほし
い。
　スポーツ合宿誘客等によ
り、より一層交流人口の拡大
策を図って！

森
もりで
代　美

み よ こ
代子さん（61）

出水市の好きなところは？
　山あり・海ありの自然が美
しいところ。
出水市に望むことは？
　こんな大変な時代なので、
安心安全に暮らす（住む）こ
とができる町であってほし
い。

元気ですね先輩！

～
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
は
、
子

　ど
も
の
自
立
が
始
ま
っ
た
証
拠
～

親
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
子

ど
も
が
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
生
期
に
か
け
て

「
こ
ん
な
子
で
は
な
か
っ

た
、
ど
う
し
た
も
の
か
」

と
と
ま
ど
う
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
複

雑
な
思
春
期
の
始
ま
り
で

す
。
こ
の
時
期
は
、
子
ど

も
の
大
き
な
変
化
の
助
走

期
と
も
い
え
ま
す
。

　こ
の
時
期
に
子
ど
も
が

言
う
こ
と
を
聞
か
な
く

な
っ
て
も
、
い
た
ず
ら
に

動
揺
し
た
り
抑
え
つ
け
た

り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
自

立
や
親
離
れ
が
始
ま
っ
た

証
拠
で
す
。
む
や
み
な
干

渉
や
お
説
教
は
で
き
る
だ

け
控
え
て
、
子
ど
も
の
力

を
信
じ
な
が
ら
、
あ
た
た

か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
腫は

れ
物
に
さ
わ

る
よ
う
に
接
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
会
話
な
ど
を
通

じ
て
か
か
わ
る
努
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、
行
動
の
結

果
に
は
き
ち
ん
と
責
任
が
伴
う
こ

と
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。 子

育
て
広
場
⑲

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

　１
枚
の
は
が
き
が
３
人
分
の
投

　票
所
入
場
券
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
１
世
帯
に
有
権
者
が
４
人
い
る

　場
合
、
は
が
き
は
２
枚
、
７
人

　い
る
場
合
は
３
枚
に
な
り
ま
す
。

　各
自
、
切
り
離
し
て
お
持
ち
く

　だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で
投

　票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

　前
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期

　間

　４
月
７
日（
月
）～
同
12
日（
土
）

○
時

　間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
場

　所

　市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

　高
尾
野
支
所
１
階
大
会
議
室

　野
田
支
所
１
階
会
議
室

投
　票

　市
内
33
カ
所
の
投
票
所
で
、
午

　前
７
時
～
午
後
７
時
（
上
場
小

　学
校
と
丸
塚
公
民
館
は
、
午
後

　６
時
ま
で
）

開
　票

　投
票
日
の
午
後
８
時
20
分
か
ら

　総
合
体
育
館
で
開
票
し
ま
す
。

※
開
票
結
果
速
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ

　ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（☎
�
４
１
２
４
）

４
月
13
日
（
日
）
は
、

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　選
挙
の
投
票
日

働く婦人の家一日講座の参加者募集
開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性
申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

母の日のつまみ細工コサージュ作り講座
和布を使ったつまみ細工のコサージュ作りです。

気持ちを込めて手作りしませんか。
開 講 日 ４月 26 日（土）　
開講時間 午後１時～同４時
定 員 16 人
受 講 料 材料代　1,000 円
講 師 窪田 ゆかり 氏 （シルキーグレイス代表）
申込締め切り日 ４月 15 日（火）



旧 新 旧 新

1 上 場 校 下 ― 16:15 50 出 水 バ ス セ ン タ ー 15:30 15:25

2 峠 ― 16:16 51 出 水 駅 15:30 15:25

3 上 場 入 口 ― 16:18 49 広 瀬 15:32 15:27

4 角 石 ― 16:21 47 郵 便 局 前 15:34 15:29

5 中 角 石 ― 16:23 48 本 町 15:35 15:30

6 下 角 石 ― 16:25 46 広 瀬 15:36 15:31

7 青 椎 公 民 館 前 16:20 16:29 45 渡 瀬 口 15:37 15:32

8 下 青 椎 16:21 16:30 44 井 上 15:38 15:32

9 坂 元 16:23 16:32 43 一 本 松 15:39 15:33

10 坂 元 下 16:24 16:33 42 下 萩 之 段 15:40 15:34

11 上 大 川 内 16:26 16:35 41 萩 之 段 15:40 15:34

14 射 場 元 16:27 16:36 40 日 当 下 15:42 15:36

15 大 川 内 寺 前 16:27 16:36 39 日 当 15:43 15:37

16 大 川 内 診 療 所 前 ( 国 道 447) 16:28 16:37 38 日 当 上 15:44 15:38

17 白 木 川 内 16:30 ― 37 日 添 上 15:45 15:39

18 温 泉 入 口 16:32 ― 36 日 添 15:45 15:39

17 白 木 川 内 16:33 ― 35 田 之 頭 15:47 15:41

16 大 川 内 診 療 所 前 16:35 ― 34 田 之 頭 下 15:48 15:42

19 片 町 16:36 16:38 33 西 下 平 野 15:49 15:43

20 中 野 16:36 16:38 32 下 平 野 15:50 15:44

21 中 川 16:37 16:39 31 炭 頭 15:51 15:45

22 大 川 内 小 前 16:38 16:40 30 田 原 15:53 15:46

23 不 動 野 16:39 16:41 29 か ん 根 平 15:54 15:47

28 釣 橋 16:40 16:42 28 釣 橋 15:55 15:48

29 か ん 根 平 16:41 16:43 23 不 動 野 15:56 15:48

30 田 原 16:42 16:44 22 大 川 内 小 前 15:57 15:49

31 炭 頭 14:44 16:46 21 中 川 15:58 15:50

32 下 平 野 16:45 16:47 20 中 野 15:59 15:51

33 西 下 平 野 16:46 16:48 19 片 町 15:59 15:51

41 萩 之 段 16:47 16:49 16 大 川 内 診 療 所 前 ( 国 道 447) 16:00 15:52

42 下 萩 之 段 16:47 16:49 15 大 川 内 寺 前 16:01 15:53

43 一 本 松 16:48 16:50 14 射 場 元 16:01 15:53

44 井 上 16:49 16:51 11 上 大 川 内 16:02 15:54

45 渡 瀬 口 16:50 16:52 10 坂 元 下 16:04 15:56

46 広 瀬 16:51 16:53 9 坂 元 16:05 15:56

47 郵 便 局 前 16:53 16:55 8 下 青 椎 16:07 15:58

48 本 町 16:54 16:56 7 青 椎 公 民 館 前 16:08 15:59

49 広 瀬 16:55 16:57 6 下 角 石 16:11 16:03

50 出 水 バ ス セ ン タ ー 16:57 16:59 5 中 角 石 16:13 16:05

4 角 石 16:15 16:07

3 上 場 入 口 16:18 16:10

●は毎日運行 2 峠 16:20 16:12

1 上 場 校 下 16:21 16:13

問い合わせ先

　南国交通株式会社　出水営業所（☎62－1626）

　本庁企画課地域振興係（☎63－4036）

●第４便

○は月～金曜日に運行（土曜、日曜、祝日、盆期間（８/13～15）、
年末年始（12/31～１/３）は運休）

大川内便【 下 り 】 大川内便【 上 り 】

バ ス 停 名
○第５便

バ ス 停 名

～　出水ふれあいバス『大川内便』の運行時間が変わります　～
　出水ふれあいバスでは、『大川内便』の利便性の向上を図るため、本年４月１日から下表のとおり運行時間を改正します。

また、「大川内小学校前」バス停（下り）が北側の旧道沿いに移設しましたので、併せてお知らせします。
ご利用の際には、お間違えの無いようご注意ください。



　と
し
て
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
思

　わ
れ
る
方
に
対
し
て
、
６
月
以

　降
に「
お
知
ら
せ
文
書
」と「
臨

　時
福
祉
給
付
金
申
請
書
」
を
同

　封
し
て
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

※
具
体
的
な
申
請
方
法
、
受
付
時

　期
、
支
給
手
続
き
等
に
つ
い
て

　は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

　ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策
係

　（☎
�
４
０
８
５
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と

は
　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯

の
消
費
の
下
支
え
を
図
る
た
め
に

支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。な
お
、

こ
の
給
付
金
は
児
童
手
当
の
上
乗

せ
で
は
な
く
、
臨
時
福
祉
給
付
金

と
類
似
の
給
付
金
と
し
て
、
こ
れ

と
併
給
調
整
を
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

給
付
対
象
者

基
準
日
に
お
け
る
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
１
月
分
の
児
童

手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
そ
の

２
０
１
３
年
中
の
所
得
が
児
童

手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な

い
者
。

対
象
児
童

給
付
対
象
者
の
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
対
象

と
な
る
児
童
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お

　よ
び
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

　者
な
ど
は
支
給
対
象
外
と
な
り

　ま
す
。

給
付
額

　対
象
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円

基
準
日

　２
０
１
４
年
１
月
１
日

申
請
手
続
き

　申
請
先
は
基
準
日
に
お
い
て
住

　民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と

　な
り
ま
す
。

※
本
市
で
は
、
本
庁
こ
ど
も
課
お

　よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
を
窓

　口
と
し
て
申
請
受
付
を
行
い
ま

　す
。

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　の
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し

　て
、
６
月
以
降
に
「
お
知
ら
せ

　文
書
」
と
「
子
育
て
世
帯
臨
時

　特
例
給
付
金
申
請
書
」
を
同
封

　し
て
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

※
具
体
的
な
申
請
方
法
、
受
付
時

　期
、
支
給
手
続
き
等
に
つ
い
て

　は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

　ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（☎
�
４
０
４
７
）

臨
時
福
祉
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は

　消
費
税
率
が
８
㌫
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の
低

い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
を
鑑

み
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

給
付
対
象
者

　２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
市

　町
村
民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ

　れ
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

　課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生

　活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど

　は
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

給
付
額

　給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
万
円

※
給
付
対
象
者
の
う
ち
次
に
該
当

　す
る
方
は
５
千
円
を
加
算
し
た

　額
と
な
り
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

　金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者

○
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

　手
当
等
の
受
給
者

基
準
日
　２
０
１
４
年
１
月
１
日

申
請
手
続
き

　申
請
先
は
基
準
日
に
お
い
て
住

　民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と

　な
り
ま
す
。

※
本
市
で
は
、
本
庁
福
祉
課
お
よ

　び
各
支
所
市
民
福
祉
課
を
窓
口

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

に
つ
い
て

矢
や は ら

原　弥
や よ い

生さん（46）
出水市の好きなところは？
　歴史ある土地柄と四季折々
の風物詩！
出水市に望むことは？
　企業の誘致
ひと言
　出水高校野球部、大島高校
に続け！！応援してます！

山
やました

下　健
け ん た

太さん（32）
出水市の好きなところは？
　山・海・川と自然が豊富で
食べ物がおいしいところ。
出水市に望むことは？
　豊富な自然を生かし、市
外・県外から多くの人が来て
もらえるような夏場のイベ
ントがほしい。
ひと言
　登山にハマってます。いろ
んな山に登ってやせるぞ！

集まれ応援団！

○市や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニな
　どの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
　絶対にありません。

○市や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」等の
　給付のために、手数料などの振込を求めることは
　絶対にありません。

※給付をよそおった ｢振り込め詐欺｣ や ｢個人情報
　の詐取｣ にご注意ください。

臨時福祉給付金等の詐欺にご注意ください！

　「 臨 時 福 祉 給 付 金 」 
「子育て世帯臨時特例給付金」に関して、



　不
用
と
な
っ
た
使
用
済
み
土
木

資
材
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し

ま
す
。
原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
買
い
受
け

希
望
の
方
は
入
札
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

売
払
物
件
　イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

　グ
ブ
ロ
ッ
ク

物
件
所
在
地
　出
水
市
美
原
町
６

　２
５
（
広
域
農
道

　朝
熊
地
区

　資
材
置
場
）

入
札
会
場
　高
尾
野
支
所
農
林
水

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
財

政
運
営
期
間
を
２
年
間
と
し
て
お

り
、
本
年
度
か
ら
来
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
た
め
に
保
険
料
率
の
改
定

を
行
い
ま
し
た
。

　改
定
さ
れ
た
保
険
料
は
皆
さ
ま

の
医
療
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
定
の
理
由
　被
保
険
者
数
が
増

　え
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
医

　療
費
が
伸
び
て
い
る
た
め
。

※
保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る
対
策

　と
し
て
剰
余
金
を
活
用
し
、
後

　期
高
齢
者
医
療
の
財
政
の
安
定

　化
を
図
る
た
め
に
県
に
設
置
さ

　れ
て
い
る
財
政
安
定
化
基
金
を

　活
用
し
ま
し
た
。

軽
減
措
置
の
継
続

　所
得
の
低
い
世
帯
の
方
や
被
用

　者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

　方
の
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
２

　割
・
５
割
に
拡
充
し
、
そ
の
他

　の
軽
減
措
置
は
現
行
の
ま
ま
継

　続
し
ま
す
。

※
軽
減
判
定
所
得
の
計
算
等
詳
し

　く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　（☎
�
４
０
４
１
）

　県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　（☎
０
９
９

－

２
０
６

－

１
３
２
９
）

　４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
等

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

納
税
通
知
書
を
４
月
中
旬
に
送
付

（
郵
送
）
し
ま
す
の
で
、
４
月
30
日

（
水
）ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
度
か
ら
、
一
度
申
請
を
さ

れ
る
と
翌
年
度
以
降
は
申
請
の
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
２
０
１
１
年
度
以
降
、

軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
て
は
、２
０
１
４（
平

成
26
）
年
度
の
納
税
通
知
書
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
免
除
申
請
は
、

本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の
免

除
申
請
受
付
期
限
は
、
４
月
23
日

（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
免
除
申
請
に
は
、
障
害
者
手
帳

　等
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証
、

　納
税
通
知
書
、印
鑑
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
税
務
課
課

　税
係
（
☎
�
４
０
３
１
）

　高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

４
月
は
、
軽
自
動
車
税

の
納
付
月
で
す
！

車検を受
ける時期 納税証明書 注　意

４月
2013 年度の納税証明
書で車検を受けるこ
とができます。（４
月 30 日有効期限）

現金で納付された方は、2014 年
度の納税証明書でも車検を受ける
ことができます。（口座引落しの
方は除く）

５月 2014 年度の納税証明
書が必要です。

口座引き落としの方の納税証明書
の発送は、５月中旬以降の予定で
す。５月上旬に車検を受ける方で、
納税証明書が必要な方は、引き落
とされた通帳を問い合わせ先まで
お持ちください。

　産
整
備
課

入
札
日
時
　５
月
15
日
（
木
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

開
札
日
時
　同
日
午
後
３
時
10
分

入
札
条
件
　売
払
物
件
は
、
一
部

　破
損
品
を
含
め
た
一
式
（
約
２

　４
０
０
㎡
分
）と
し
ま
す
の
で
、

　希
望
者
は
そ
の
旨
を
承
知
の
う

　え
で
入
札
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
入
札
や
電
子
入
札
は
認
め

　ま
せ
ん
。

※
落
札
発
表
と
同
時
に
契
約
は
成

　立
す
る
こ
と
と
し
、
代
金
は
搬

　出
日
前
ま
で
の
支
払
い
で
、
契

　約
書
の
作
成
は
省
略
し
ま
す
。

　た
だ
し
、
支
払
額
確
認
の
た
め

　落
札
者
に
は
押
印
を
お
願
い
し

　ま
す
。

※
売
払
物
件
（
破
損
品
を
含
む
）

　の
搬
出
お
よ
び
運
搬
等
に
係
る

　全
て
の
経
費
は
落
札
者
の
負
担

　と
し
ま
す
。

物
件
搬
出

　売
払
物
件
の
搬
出
は
５
月
30
日

　（金
）
ま
で
と
し
、
落
札
物
件

　の
保
全
管
理
は
落
札
者
自
ら
で

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　高
尾
野
支
所

　

　農
林
水
産
整
備
課
基
盤
整
備
係

　（☎
�
５
４
２
９
）

使
用
済
み
土
木
資
材
を

公
売
し
ま
す
！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

区　分
昨年度の保険料率等
（改定前）

本年度の保険料率等
（改定後）

所得割率 9.05％ 9.32％
均等割額 48,500 円 51,500 円
賦課限度額 55 万円 57 万円

軽減判定所得（※1）が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後の
均等割額

33 万円、かつ世帯の被保険者全員が年金収入
80 万円以下で他の所得がない

９割軽減 5,100 円

33 万円（上記以外の被保険者） 8.5 割軽減 7,700 円

33 万円＋（24 万５千円×世帯の被保険者数※ 2） ５割軽減 25,700 円

33 万円＋（45 万円※ 3×世帯の被保険者数） ２割軽減 41,200 円
※２　改定前：世帯主を除く被保険者数で、単身
　　　　　　　世帯は該当しません。
※３　改定前：35 万円　

※１　基本的に総所得金額等と同じですが、65歳以上の方の公的年金等
　　　に係る所得については、特別控除（15万円）があります。
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ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
と
う
!!

　春
は
、
引
っ
越
し
、
転
職
、
異
動
と
い

っ
た
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
体
の
負
荷
に

な
る
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　健
康
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に

役
立
つ
生
活
・
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
生
活
編
】

　ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
う
つ
的
な
症
状

が
出
る
の
は
気
持
ち
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気
を
つ
か
さ
ど
る

神
経『
セ
ロ
ト
ニ
ン
』が
弱
っ
た
状
態
で
す
。

こ
の
『
セ
ロ
ト
ニ
ン
』
を
活
性
化
す
る
生

活
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

　光
の
刺
激
は
脳
内
の
神
経
を
活
性
化
し

ま
す
。
朝
起
き
た
ら
ま
ず
太
陽
の
光
を
浴

び
ま
し
ょ
う
。

◎
基
本
的
な
リ
ズ
ム
運
動
（
呼
吸
・
咀
嚼
・

歩
行
）
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

呼
吸
…
吐
く
事
が
脳
の
活
性
化
に
つ
な
が

　り
ま
す
。
笑
う
・
お
し
ゃ
べ
り
・
歌
を

　う
た
う
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

咀そ
し
ゃ
く嚼
…
噛
む
事
は
脳
を
刺
激
す
る
と
い
わ

　れ
ま
す
。
し
っ
か
り
噛
む
習
慣
を
つ
け

　ま
し
ょ
う
。

歩
行
…
歩
く
こ
と
も
脳
の
活
性
化
に
つ
な

　が
り
ま
す
。一
日
５
分
で
も
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◎
グ
ル
ー
ミ
ン
グ

　動
物
が
毛
づ
く
ろ
い
す
る
こ
と
を
グ
ル

ー
ミ
ン
グ
と
言
い
ま
す
。
人
や
ペ
ッ
ト
と

積
極
的
に
ふ
れ
あ
う
事
が
『
セ
ロ
ト
ニ
ン
』

を
活
性
化
し
ま
す
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

2014（平成 26）年度出水市農作業賃金等標準額
この金額は目安です。農地の条件等に合わせ双方で適正な額の話し合いをお願いします。
【一般作業】

作業名等 単位 標準額（円）

農作業
重労働 8時間 5,800
軽労働 8時間 5,400

【機械作業】
作業名等 単位 標準額（円） 備　考

水田耕 10a
6,000 平耕起 1回につき
8,000 荒しろから仕上げしろまで

機械田植 10a
7,500 同時施肥
6,500 施肥なし

水稲育苗 1箱
597 受け取り
647 配達込み

バインダー 10a 9,000 ひも機械持ち

コンバイン 10a 13,000　
　~16,000

刈取りのみ
運搬については双方の話し合いによる

脱穀作業（水稲） 1袋 350 コンバイン袋
畑耕うん 10a 6,000

甘
かんしょ
藷つる切り 10a 4,000

甘藷機械堀り 10a 4,500

マルチャー 10a 7,500 作業料金は、作物により双方の話し
合いによる

サブソイラー 10a 4,000
パワーディスク 10a 5,000
堆肥散布 10a 5,500 牛堆肥散布まで（2t 積散布車）
牧草梱包 10a 6,000 梱包のみ（ひも機械持ち）

防除作業
粉剤 10a 2,000 水稲を基準とする

薬剤は委託者持ち乳剤 10a 3,000
アクスルプラウ 10a 4,000

ライムソワー（肥料散布機） 10a 2,000
畦塗り 1m 片面 40~50 地域性・水田等の条件により双方で加減する

バレイショ掘取り 10a 4,500
※地域性・水田の条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。
※倒伏田については、2割増以内とし、ほ場の状態により双方で加減する。
※１筆当たりの面積が 5㌃未満の場合は 5㌃とし、10㌃未満の場合は 10㌃とする。

【
食
事
編
】

　ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
落
ち
込
ん
だ

り
、
よ
く
眠
れ
な
い
等
の
様
々
な
こ
こ
ろ

と
脳
の
不
調
の
原
因
に
栄
養
不
足
が
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
と

脳
を
元
気
に
保
つ
ポ
イ
ン
ト
は
し
っ
か
り

食
事
を
摂と

る
こ
と
で
す
。
特
に
お
す
す
め

の
「
ス
ト
レ
ス
に
効
く
栄
養
素
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◎
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
…
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材

　料
で
こ
こ
ろ
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
。

（
肉
、魚
介
類
、豆
類
、牛
乳
・
乳
製
品
な
ど
）

◎
カ
ル
シ
ウ
ム
…
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
高

　ぶ
っ
た
神
経
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
。

（
牛
乳
・
乳
製
品
、
大
豆
製
品
、
小
魚
な
ど
）

◎
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
…
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

　抵
抗
力
を
つ
け
る
。

（
魚
介
類
、
種
実
類
、
バ
ナ
ナ
な
ど
）

◎
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
…
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
ダ
メ

　ー
ジ
か
ら
の
回
復
を
助
け
て
く
れ
る
。

（
緑
黄
色
野
菜
、
果
物
な
ど
）

　普
段
の
食
事
か
ら
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を

取
り
入
れ
て
、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
か
ら
だ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
♪

　と
て
も
疲
れ
て
い
る
の
に
、
２
週
間
以

上
眠
れ
な
い
等
の
症
状
が
あ
る
時
は
、
専

門
医
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

中小企業庁



　「ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
と
は
、パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会

い
系
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
て
い
た
ら
年

齢
認
証
を
求
め
ら
れ
、認
証（
ク
リ
ッ

ク
）
し
た
ら
、
利
用
者
の
意
に
反
し

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
者
が
「
会

員
登
録
」
を
行
い
、
利
用
料
金
を
請

求
す
る
手
口
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
手
口
の
中
に
は
、
サ

イ
ト
を
訪
問
し
た
利
用
者
の
パ
ソ
コ

ン
等
に
ウ
ィ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
る
こ

と
で
請
求
画
面
を
表
示
さ
せ
、
消
え

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
数
分
お
き
に

表
示
さ
せ
た
り
し
て
利
用
者
を
心
理

的
に
追
い
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

【
慌
て
て
払
わ
な
い
】

　ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
、
直
ち
に

契
約
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
利
用
規
約

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
契
約
が
成
立

し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
慌

て
て
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
個
人
情
報
は
分
か
ら
な
い
】

　パ
ソ
コ
ン
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
、

携
帯
電
話
の
個
体
識
別
番
号
が
画
面

に
表
示
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
個
人

情
報
は
、
自
分
か
ら
連
絡
し
な
い
限

り
分
か
り
ま
せ
ん
。

【
相
手
業
者
に
連
絡
し
な
い
】

　相
手
業
者
に
電
話
し
た
り
、
確
認

の
メ
ー
ル
を
送
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

連
絡
先
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、
脅

迫
ま
が
い
の
電
話
や
大
量
の
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
請
求
画
面
は
消
せ
る
】

　請
求
画
面
が
消
え
な
い
場
合
は
、

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考

に
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
に
遭あ

わ
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・「
規
約
に
同
意
」
な
ど
重
要
な
表
示

を
見
逃
さ
な
い
。

・
画
面
を
よ
く
読
ま
ず
に
先
に
進
ま

な
い
。

・「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
警
告
」
な
ど
と

書
か
れ
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ

れ
た
ら
、
そ
の
内
容
を
よ
く
読
み
、

不
審
に
思
っ
た
ら
「
開
く
」
や
「
実

行
」の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
。

　そ
れ
で
も
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場

合
は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
６
２
０
３
）に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

２
０
１
４
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

年
金
制
度
改
正
事
項
の
う
ち
主
要

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

係
る
遡そ

き
ゅ
う及
期
間
変
更
に
つ
い
て

　国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除

ま
た
は
猶
予
は
、
現
行
制
度
で
は

申
請
前
直
近
の
７
月
以
降
の
月

が
免
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
４
月
以
降
は
過
去
２
年

分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
免
除
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

２
０
１
４
年
７
月
に
免
除
申
請
を

し
た
場
合
、
２
０
１
２
年
６
月
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　同
様
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請

も
過
去
２
年
分
ま
で
遡
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば

２
０
１
４
年
４
月
に
申
請
し
た
場

合
、
２
０
１
２
年
３
月
ま
で
遡
っ

て
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　免
除
の
承
認
に
は
所
得
の
審
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
最
大
で

４
年
前
の
所
得
を
確
認
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
未
支
給
年
金
の
請
求
権
者
の
範

囲
拡
大

　年
金
受
給
権
者
死
亡
時
に
未
支

給
年
金
請
求
が
で
き
る
遺
族
は
、

現
行
制
度
で
は「
死
亡
し
た
受
給

権
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
」の
み
で
し
た
。

　今
回
の
改
正
で
対
象
者
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ「
子
の
配
偶
者
」や

「
甥お

い

・
姪め

い

」、「
お
じ
・
お
ば
」等
も

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
改
正
は
、
４
月
以
降
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
が
対
象

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
遺
族
基
礎
年
金
支
給
要
件
の
男

女
差
の
解
消

　国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
配

偶
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
遺
族

基
礎
年
金
の
支
給
対
象
者
は
現
行

制
度
で
は「
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
」と
な
っ
て
お
り
、
父
子
家
庭

へ
の
支
給
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
配
偶
者（
妻
）

が
亡
く
な
っ
た
場
合
に「
子
の
あ

る
夫
」に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
改
正
も
、
４
月
以
降
の
死

亡
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
い
う「
子
」と
は
18
歳
未

満
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で
障
害

の
状
態
に
あ
る
子
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
１
１
１
）

２
０
１
４
年
度
の
年
金
制
度
改
正

開 催 日　５月 15 日（木）
開催場所　本庁　３階大会議室
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同３時 30 分
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
●予約受付期間
　４月 21 日（月）～５月８日（木）
　（土・日、休日を除く

午前８時 30 分～午後５時）
●予約申込先
　本庁　市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）
※４月 17日開催の年金相談については
　広報いずみ３月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時（正午～午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日
　午前９時30分～正午
　本庁及び野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日
　午後１時～同４時
　本庁及び高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）



［運動の重点］

○子ども、女性、高齢者の犯罪被害の防止
　期間中、年金支給日に合わせた振り込め詐欺等被害防
止キャンペーンなど各種防犯活動を、警察署と連携しボ
ランティアの皆さまのご協力をいただいて実施します。

４月６日（日）～15日（火）

　この時期、子ども達が被害に遭
あ

ったり犯罪を犯した
りする危険性が高くなります。
　いたずら目的で子どもたちを誘拐しようとする犯罪
も後を絶ちません。子ども達が被害に遭わないように、
家庭でも身の回りの危険箇所の確認や自分を守るため
の防犯対策について、今一度、話し合ってみましょう。
　一つの対策として、「いかのおすし」を覚えてみませ
んか？

番号 団　体　名 賛助口数

1 鹿児島県遊技業
協同組合出水支部 ３口

2 出水地区金融機関
防犯協議会 ３口

3 出水商工会議所 １口

4 鹿児島県建設業
協会出水支部 １口

5 出水地区
酒造協議会 １口

6 出水小売酒販組合 １口

7 出水たばこ販売
協同組合 １口

8 川端通り会 １口

9 出水市中央商店街
協同組合 １口

10 栄町商店街協同組合 １口

11 鹿児島県出水倫理法人会㈳倫理研究所 １口

12 出水ライオンズクラブ
自転車用
ワイヤーロック
（５万円相当）

13 出水ロータリークラブ
防犯車寄贈
（1999年）

※敬称略、順不同。

　出水市防犯協会では、市内の
有志の団体に賛助会員として登
録していただき、各会員から１
口１万円の賛助金をいただいて
います。
　この賛助金は、市内の各防犯
パトロール車（青パト車）のボ
ランティア活動の燃料費などに
活用させていただいています。
　2013年度は左表の団体にご支
援をいただきました。
　会員の皆さま、本当にありが
とうございました。今後ともよ
ろしくお願いいたします。
　また、新規の賛助会員も募集
しています。ご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。

　今回、西出水小学校周辺が「ゾーン30」に指定されました。
　「ゾーン30」とは、通学路や生活道路が集中している区域を歩行者等の通行
を最優先とする「ゾーン」に設定し、ゾーン内の最高速度を「時速30㎞」に規
制して、各種事故防止対策を行うものです。ゾーン入口には、最高速度「時速
30㎞」の区域規制標識や、ゾーン専用の路面標示を設置するなど「ゾーン」を
分かりやすくしてあります。
　ゾーン内は子ども等の歩行者に注意して、時速30㎞以下で走行してください。

西出水小学校周辺地域

発生件数 死　者 負傷者

201４年
２ 月 中

13 件
（－５）

０人
（－３）

17 人
（＋２）

2 0 1 4年
累 計

28 件
（－ 17）

０人
（－３）

36 人
（－ 14）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

賛助会員の皆さまありがとうございました。

春の地域安全運動始まる

ご入学・ご進学
おめでとうございます！ いかのおすし

いか ついて「いか」ない！

の くるまに「の」らない！

お 「お」お声をだす！

す 「す」ぐににげる！

し 「し」らせる！



　「子どもたちにもっと本を！」との願いから、「こどもの読書週間」
は 1959 年（昭和 34年）にはじまりました。もともとは、５月５日
の「こどもの日」を中心とした２週間（５月１日～ 14日）でしたが、
2000 年に、４月 23日（世界本の日・子ども読書の日）から５月 12
日までとなりました。
　小さいときから本を読む楽しさを知っていることは、子どもが大き
くなるためにとても大切なことです。「こどもの読書週間」には、図
書館や本屋さん、学校などでは、読み聞かせや人形劇などの楽しい行
事が行われます。「こどもの読書週間」は、大人が子どもに本を手渡
す週間でもあり、また、大人が子どもの読書の大切さを考える時なの
かもしれません。この機会に図書館へ行ってみましょう。

今年の標語は、 「いつもいっしょ、 本といっしょに」 です。

大人と子ども　家族で読書を楽しむために・・・

家読（うちどく）をやっていますか？

　出水市読書活動推進計画（第二次）の柱として家読（うちどく）
をすすめて３年目になりました。家読は、文字通り「家庭での読書」
のことですが、読書を通して家族のコミュニケーションを図ろうと
いう試みです。本市内すべての小・中学校で実施されている「朝読」
の広がりによって、子どもの読書量は増加傾向にあります。そこで、
子どもたちの読書の習慣を家庭にも広げ、家族で感想を話し合った
り、本をすすめあうことで、家族のコミュニケーションを深めよう
というのが「家読」です。

　読書は個人的な体験ですが、感想を話し合ったり、人にすすめたりして言葉にすることで、コミュニケーシ
ョン能力や読解力、表現力を高めることにもつながります。家読は、子どもも大人も一緒に成長し、心の豊か
さをはぐくむ運動でもあります。皆さんも「家読」はじめませんか？
　今、都会では書店に集まり、本について語ろうという試みがどんどん広がっています。読書は誰かとそれを
共有することによって、また違った意味を持つものに変化してきているのかもしれません。

　こんな「家読」もありますよ！

　家読の基本は、『読んだ本について家族で話す』という、シンプルなものです。やり方には特に決まりはあ
りませんので、それぞれの家庭の事情にあわせて、約束を作り実践してみてください。
　たとえば、「絵本の読み聞かせをする」「家族で同じ本を読む」「読んだ本について家族で話す」などです。
絵本の読み聞かせも、いつも親が子どもへするのではなく、子どもが親へ、または兄弟姉妹同士でしたり、「本
にまつわる家族の思い出」を語る楽しみ方もあります。そんなふうに楽しみながら「家読」で家族の絆を深め
ていただきたいと心から願っています。



≪幼児・小学生≫

●「漢字だいぼうけん｣ 宮下　すずか　作
●「おかあさん　だいすきだよ」 みやにし　たつや　作・絵
●「さっちゃんの　てぶくろ」 内田　麟太郎　作
●「ミシンのうた」 こみね　ゆら　作
●「きょうりゅうじゃないんだ」 斉藤　洋　作
●「なぞなぞフッフッフー」 武田　美穂　作
●「おたまじゃくしの　しょうがっこう」 かこ　さとし　作・絵
●「あおいめのめりーちゃん　おかいもの」 かこ　さとし　作・絵
●「つぎのかたどうぞ　しおきちくんのたびにっき」飯野　和好　作
●「あみだだだ」 谷川　俊太郎　文

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「ひそひそ森の妖怪」 富安　陽子　作
●「書き出しは誘惑する」 中村　邦生　著
●「人を幸せにする目からウロコ！研究」 萩原　一郎　編著

・・・・・等
≪一般≫

●「立身いたしたく候」 梶　よう子　著
●「極悪　五右衛門伝」 萩　耿介　著
●「地震と独身｣ 酒井　順子　著
●「長女たち」 篠田　節子 著
●「よるのふくらみ」 窪　美澄　著
●「辞書になった男」 佐々木　健一　著
●「日本橋本石町やさぐれ長屋｣ 宇江佐　真理　著
●「いつまでも男と女」 渡辺　淳一　著
●「約束の海」 山崎　豊子　著
●「代理処罰」 嶋中　潤　著
●「鉄童の旅」 佐川　光晴　著
●「スコールの夜」 芦崎　笙　著
●「ローラの炎｣ 長野　慶太　著
●「僕と先生」 坂木　司　著
●「首都崩壊」 高嶋　哲夫　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ４月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時 21日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時～午後６時 18日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

４月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

４月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

１日
15日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
２日
16日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

３日
17日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20

24日受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

11日
25日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

４月のおはなし会・親子読書会

中央図書館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

２、16、23、30日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

７、14、21、28日
午後４時～　

親子読書教室 
「すくすく」

８日（火）、　22日（火）
午前10時30分～　

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

３、10、17、24日
午後４時～

だっこでギュッ ３日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（日）
午後７時～

【児童書】

『しあわせなワニくん
あべこべの１日』

神沢　利子　作
ポプラ社

　あしたは大好きなモモコさ
んとの初めてのデート。
　ウキウキして落ち着かない
ワニくんは、まちあわせの時
間におくれないようにいつも
より早く寝ることに。
　ところが起きてみると、明
るくなるはずの空が暗くなり、
世界があべこべになってい
た・・・！
　ワニくんはモモコさんに会
うことができるのでしょうか？
とてもほほえましい物語の絵
本です。

【一般書】

『ロビンソン・クルーソー
（上）（下）』
デフォー　作
岩波書店

　自分の意思がおもむくま
まに果敢に航海を続けるク
ルーソー。たった一人無人
島に漂着するという絶望的
な状況において、彼の生き
る力は余すところなく発揮
されます。
　住居や食糧の確保、外部
からの敵や孤独と戦いなが
ら運命を切り開いていく姿
に、勇気をもらえる物語で
す。

７日〜 10日
（くん蒸作業のため）



行
政
相
談
出
前
授
業

西
出
水
小
学
校

ご
当
地
グ
ル
メ
で

　
　地
域
活
性
化
を

掃
海
艦
艇
入
港

米
ノ
津
港

　２月４日、西出水小学校の６年生を対象に、社会
科授業の一環として、行政相談出前授業が行われま
した。総務省鹿児島行政評価事務所から一日の生活
や人の一生と行政とのかかわり、行政相談委員制度
の説明のほか、本市担当行政相談委員４人の紹介な
どがありました。児童らは、生活の中で困ったこと
があったら、一人で悩まず、小学生でも行政相談員
に相談できることなどを学びました。

　２月21日、本市のご当地グルメ「いずみ親子ステー
キごはん」３周年を記念し、「食と観光フォーラム
2014in出水」が開催され、ステーキごはん提供５店舗
をはじめ観光関係者約70人が参加しました。これま
での取り組み等報告のほか、開発を手掛けたじゃら
んエグゼクティブプロデューサー・ヒロ中田さんの
講演もあり、地域資源である｢鶏」を積極的に活用し
た食のイベントなどを行うことで、地産地消や地域
活性化につながること等の提言がありました。

　２月21日、海上自衛隊の掃海部隊である掃海艦「や
えやま」「はちじょう」と掃海艇「ひらしま」「やくし
ま」の４隻が米ノ津港に入港し、市防衛協会による
歓迎式典が行われました。
　また、21日から23日までの３日間、艦内の一般公
開が行われ、晴天に恵まれたことから、子ども連れ
など多くの市民が訪れ、記念写真を撮ったり艦内を
見学したり、普段できない体験をしていました。

環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

ラ
ム
サ
ー
ル
会
議

広
げ
よ
う
学
び
の
輪
！

　起
こ
そ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
風
！

美
声
が
心
に
響
く

少
年
少
女
合
唱
団

　１月18日と19日の２日間、青年の家で「KODOMO
ラムサール」が開催され、ラムサール条約登録湿地
のある宮城県、愛知県、沖縄県と「本市で行ったシ
ンポジウム」関連の佐渡市、豊岡市、周南市および
本市の子どもたち36人が参加しました。
　会議では環境保全の議論やツル羽数調査の体験な
どを行い、「出水のお宝ポスター」を作成しました。
　ポスターは、クレインパークに展示してあります。

　２月22日、市文化会館および市中央公民館で生涯学
習・福祉・ボランティアフェスタが開催されました。
記念講演として、本県出身で歌手として活躍されてい
る中島啓江さんの講演があり、「ありがとう」の言葉の
大切さや、歌声に多くの観客が感銘を受けていました。
　また、活動体験発表や紹介、体験コーナー、福祉
施設等で作られた物品の販売もあり、多くの市民が
会場を訪れていました。

　「いのちの詩、こころの歌」をテーマに、第19回出
水市少年少女合唱団の定期演奏会が２月23日、市音
楽ホールで開催されました。四季折々の風景や心の
中にある温かくて懐かしい故郷の情景を思い描かせ
るような歌声がホールいっぱいに広がっていました。
　今回は、クレインコーラスや男声コーラスゴー
シュの皆さんのほか、育成会の保護者の方々も一緒
のステージに立ち、会場と一体となって大合唱する
など心に響く演奏会となりました。



お
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な

さ
ま
も
お
も
て
な
し

 

公
開
武
家
屋
敷

出
水
ブ
ラ
ン
ド
審
査
会

い
ず
み
さ
ん
推
進
協
議
会

　３月２日、公開武家屋敷「竹添邸」で桃の節句に合
わせ、色鮮やかなひな人形を眺めながら、お茶を頂
くひなまつり盆

ぼんだて

点がありました。
　７段飾りのひな人形と歴史ある建物や風情を楽し
んでいただこうと、市もてなしの心育成協議会が企
画したもので、訪れた観光客らは、優雅で気品のあ
るひな人形や静かで落ち着いた空間でいただく抹茶
に、癒

い や

しのひとときを過ごしていました。

　出水ブランド「いずみさん」の認定審査会が、３月
６日、市民交流センターで開催されました。
　「いずみさん」推進協議会（岩﨑孝和会長）が募集・
実施したもので、10団体から14品目が出展され、審
査を受けました。
　「いずみさん」は、現在グルメ３品、スイーツ３品
を販売していますが、今回、新たに認定された商品
は４月にお披露目される予定です。

魚
～
を
～
食
べ
～
よ
う
♪

魚
食
の
料
理
教
室

健
康
づ
く
り
を

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

　２月25日、米ノ津農村環境改善センターで北薩地
区漁業士会の会員による魚食料理教室が開催されま
した。地域で獲れる魚を使った料理教室を開催する
ことで魚料理を普及させようとの試みで、今回は、
本市生活研究グループの参加により開催。
　参加者は、講師のアドバイスを受けながら、新鮮
なブリやタカエビなどの食材を使ってかき揚げやブ
リカツなどを丁寧に作っていました。

　２月15日、高尾野農村環境改善センターで鹿児島
農村医学研究会第40回地方研究集会が開催され、「出
水市におけるいきいき健康づくり」をテーマとした
健康フォーラムや、「焼酎と健康」と題した特別講演
等が行われました。フォーラムでは各パネリストか
ら本市の市民を対象としたアンケート調査による健
康調査結果を基に、検診や運動の重要性、食生活の
改善等意識向上が必要との報告等がありました。

激
走
！
郷
土
の
誇
り
を
胸
に
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
!!

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会・出
水
地
区
チ
ー
ム

　２
月
15
日
～
19
日
の
５
日
間
、
第
61
回
県
下
一
周
市
郡
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　出
水
地
区
チ
ー
ム
は
、
一
般
選
手
と
高
校
生
の
力
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
か
み
合
い
、
昨
年
よ
り
順
位
を
１
つ
上
げ
、
総
合

４
位
、
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
、
躍
進
第
１
位
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　郷
土
入
り
と
な
る
大
会
２
日
目
は
、沿
道
の
声
援
を
背
に
、

総
合
優
勝
を
目
指
す
姶
良
地
区
チ
ー
ム
と
首
位
争
い
を
行
う

な
ど
激
走
を
見
せ
、
見
事
２
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
感
動
を
与
え
、
多
く
の
声
援
に
応こ

た

え
る
健
脚
を
披
露
し
ま
し
た
。

　ご
支
援
・
ご
声
援
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　【総
合
順
位
】４
位

　【ク
ラ
ス
別
】Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝

　【躍
進
賞
】１
位（
22
分
21
秒
短
縮
）

　【区
間
賞
】

　
　別
府
魁
人（
鶴
翔
高
校
３
年
）第
１
日
・
２
区

　
　坂
本
大
志（
鶴
翔
高
校
３
年
）第
１
日
・
４
区 ［
区
間
新
］

　
　坂
本
大
志（
鶴
翔
高
校
３
年
）第
２
日
・
６
区 ［
区
間
新
］

　
　竹
口

　俊（
自
営
業
）
　
　
　第
３
日
・
７
区
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【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

有村英語教室 新学年生徒募集！ 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語を好きに！ 

英語、そして世界のことを 

楽しく学ぼう！ 

教室で英検を受けている様子です 

連絡先  携帯 ０９０－９７９３－８３１４  

（有村）  電話（ＦＡＸ兼用） ８２－２４３７ 

 講師プロフィール  

有
あ り

村
む ら

 真
ま

由
ゆ

美
み

  
<免許及び資格等>  

中学校教諭一種免許・高等学校教諭一種免許 

博物館学芸員資格等  

現在までの渡航国２０カ国以上 中東（イラン）長期滞在経験あり 

場所 ； 高尾野町もみじ温泉隣り  

（docomo の上（２階））
2014 年４月３日スタート

※詳細についてはお問い合わせください。 

準２級（上級）～２級  毎週火曜日（月４回）

２級～センター入試   毎週火曜日（月４回）

大学受験コース     毎週火曜日（月４回 

小学生コース  ３年生から 毎週木曜日（月４回） 

中学生コース  １・２・３年生 月・水・金（週３回） 

 

英検・大学受験コース  

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132 

  何を基準に不動産屋を 

選んでいますか？ 

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼ただし、掲載可能な数に限りがありますので、掲載希望
多数の場合は、調整させていただきますのでご了承ください。
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　（新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
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〉

木

原

　
　
楓
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勤
・
美
保
子
）

坂

下
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・
浩
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島
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ひ
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則
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野
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ひ
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（
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義
）
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吉
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卓
郎
・
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子
）

笹
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正
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利
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由
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大

島
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康
資
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理
沙
）
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脇

莉り

あ

ん杏
（
亮
太
・
美
香
）

脇

田
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お央
（
大
輔
・
香
奈
子
）

牧

　
　
龍り
ゅ
う
と虎

（
隆
志
・
愛
里
）

北

園

瀬せ

な那
（
将
志
・
舞
）

山

本
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こ
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佑

輔
）
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本
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け
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子
）
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い
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勇
斗
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孝
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樹
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佐
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宍

野

　
　
聖こ
う
き
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和
喜
・
千
絵
美
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武

田

　
　
幸こ
う
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奉
恭
・
真
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）

野

村

結ゆ

づ

き月
（
英
智
・
純
子
）

安

達

美み

は

る春
（
祐
・
麻
衣
）

坂

口

晴は

る
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（
智
明
・
慶
子
）

福

丸
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一
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）

下

池

美み

お桜
（
義
弘
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お
り
）

郡

山
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う羽
（
穣
二
・
麻
美
）

黒

石
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む夢
（
直

記
・

藍
）

登

尾

栄え

い
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（
一
平
・
寛
子
）
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原

碧り

く紅
（
琢
磨
・
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）

新

開

瑛え

い
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剛
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・
文
華
）

（
２
月
１
日
～
２
月
28
日
届
け
出
分
）
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２
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　３
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
地
域
安

全
コ
ー
ナ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に

関
す
る
記
事
で
タ
イ
ト
ル
が「
振
り
込

め
詐
欺
等
の
被
害
状
況
」と
あ
り
ま
し

た
が
、
正
し
く
は「
携
帯
電
話
等
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
！
」で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

４　　　　　月
日 医　療　機　関　名

６日（日）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62−0170

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82−0017

［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73−3639

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

13日（日）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600

［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005

［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72−0040

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

20日（日）

［当］広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62−1559

［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111

［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041

［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

27日（日）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151

［当］クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62−0241

［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

29日（火）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64−2101

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313

［当］上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73−1055

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405



広報いずみ 2014（平成 26 年）４月27 広報いずみ 2014（平成 26 年）４月 26

暮らしの情報暮らしの情報

水道修繕工事当番事業者

火の元には十分注意しましょう！

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
４月１日〜６日 司 工 業 ☎63−7485

携帯電話
（090−7397−7898）

別府水道住宅設備 ☎84−2080

携帯電話
（090−7154−7490）

４月７日〜 13日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 樋 口 電 設 ☎85−5901

４月14日〜 20日 ヤマサキ電機産業 ☎67−3405 ホクシン工建 ☎82−0612

４月21日〜 27日 たかさご水道 ☎67−4400 野 村 電 設 ☎82−3637

４月28日〜５月２日 日之出建設工業 ☎63−3388 第 一 産 業 ☎63−0708

出水市消防本部管内の火災・救急状況（2014年２月１日〜同２月28日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（　０） １件（　０） ０人（　０） ０人（−１） 182件（−９） 95人（−17）

2014年の累計 １件（−２） １件（−１） ０人（　０） ０人（−１） 387件（−５） 213人（−８）

※（　）内の数字は前年同月比

６日（日）▶出水市消防団辞令交付式・規律訓練（午前８時30分・総合運動公園多目的広場）
13日（日）▶市長選挙・市議会議員選挙（午前７時・市内各投票所）
20日（日）▶味噌なめてまつり（午前９時30分・小原地区みそなめての碑公園）
29日（日）▶野間之関所まつりウォーキング大会（午前９時・野間之関所発着）

４月の主な行事

４月６日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上 沖 田
クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上 の 原

４月13日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75−3333 阿 久 根 市
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

４月20日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2330 八幡（出水）
マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東大野原

４月27日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72−0556 阿 久 根 市
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田
ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平良馬場

４月29日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0601 春 日 町
め ぐ み 薬 局 ☎82−5551 太 鼓 橋
い ず み 調 剤 薬 局 ☎68−5822 表 郷 東

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。



　２
月
16
日
（
日
）
博
物
館
講

座
「
野
鳥
カ
ー
ビ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
面
取
り

を
し
た
木
片
を
削
っ
て
小
鳥
の

置
物
を
作
り
ま
し
た
。
鳥
の
形

に
な
っ
た
ら
、
サ
ン
ド
ペ
ー

パ
ー
で
表
面
を
滑
ら
か
に
し
、

靴
用
の
ク
リ
ー
ム
で
表
面
を
磨

い
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
最
後
に

海
岸
で
拾
っ
て
き
た
流
木
に
固

定
す
る
と
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
置
物
が
完
成
し
ま
し
た
。

博
物
館
講
座

野
鳥
カ
ー
ビ
ン
グ

96

つくしは何の仲間でしょう？

Ａ　ワラビ
Ｂ　タケノコ
Ｃ　シイタケ
☆　答えは来月号で。
　　先月号の答えは
　　Ａ　北帰行　でした。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　普
段
は
麓
武

家
屋
敷
で
、土
曜・

日
曜
、
祝
日
等

に
運
行
さ
れ
て

い
る
「
観
光
牛
車
」
が
、
野
田
の
武
家
屋
敷
通
り
（
熊
陳
馬
場
通
り
）

で
出
張
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
野
田
総
支
部
主
催
の
「
寒
緋

桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
」
の
企
画
の
一
環
で
行
な
わ
れ
た
も
の
。

　桜
は
、
２
～
３
分
咲
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
晴
天
の
中
多
く
の

方
が
、
牛
の
歩
み
に
合
わ
せ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。（
右
の
写
真
は
、
後
日
（
３
月
７
日
）
撮
影
）

　ツルの保護等に役立ててほしいと、県ツ
ル保護会に対して寄付をされた、国際ソロ
プチミスト出水（宮後眞里子会長）の皆さ
ん。

　鹿
児
島
学
校
環
境
衛
生
学
会
主
催
の
「
薬

物
乱
用
防
止
絵
画
展
」
で
、
見
事
最
優
秀
賞

（
県
知
事
賞
）
を
受
賞
さ
れ
た
、
吉
ヶ
島
時

生
さ
ん
（
米
ノ
津
小
学
校
４
年
）。　第 24 回「ひろすけ童話感想画全国コンクー

ル」で、保育園の絵画教室で描いた絵を応募
し見事優秀賞を受賞された、上戸桜華さん（出
水保育園ぞう組）。

　ツルの恩返し便実行委員会（山床憲次会
長）が、売り上げの一部をツルの保護等に
役立ててほしいと、県ツル保護会に寄付さ
れました。




